
明
治
時
代
か
ら
墨
田
区
の
誕
生
ま
で

　

文
明
開
化
の
明
治
維
新
を
迎
え
、

江
戸
は
東
京
と
改
称
さ
れ
て
首
都
と

な
り
、
西
欧
文
明
の
急
速
な
流
入
と

と
も
に
、
近
代
化
へ
の
脱
皮
も
徐
々

に
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
11
年
（
１
８
７
８
年
）、
15

区
制
が
実
施
さ
れ
て
、
南
部
区
域
が

本
所
区
と
な
り
、
北
部
区
域
は
南
葛

飾
に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の

生
産
品
と
い
え
ば
、
南
部
で
は
瓦
、

髪
結
具
、
ろ
う
そ
く
な
ど
の
日
用
品
、

京
大
空
襲
で
は
、
本
所
区
の
96
％
、

向
島
区
の
57
％
が
焦
土
と
化
し
、
り

災
者
は
両
区
で
28
万
人
余
に
も
及
び
、

２
万
６
千
人
余
の
命
が
３
時
間
近
い

空
襲
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
の
で
す
。

　

大
戦
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
22
年

（
１
９
４
７
年
）
３
月
15
日
、
本
所

と
向
島
の
両
区
が
一
つ
に
な
り
、

「
墨
田
区
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新

区
名
は
、
遠
く
平
安
の
昔
か
ら
、
江

戸
、
東
京
の
名
と
と
も
に
広
く
親
し

ま
れ
た
墨
堤
、
隅
田
川
の
地
名
か
ら

「
墨
」
と
「
田
」
の
２
字
が
選
ば
れ
、

名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
時
の
人
口
は
わ
ず
か
に
14
万
人

で
し
た
が
、
や
が
て
焼
け
跡
に
も
住

宅
や
工
場
が
建
ち
、
産
業
の
ま
ち
と

し
て
復
興
を
始
め
ま
し
た
。

北
部
で
は
農
作
物
で
し
た
。

　

現
在
の
墨
田
区
の
地
域
は
、
河
川

に
囲
ま
れ
た
好
適
な
立
地
条
件
や
労

働
事
情
が
、
工
業
地
帯
と
し
て
の
地

歩
を
固
め
る
要
因
と
な
っ
て
、
わ
が

国
に
お
け
る
諸
種
の
軽
工
業
の
発
祥

の
地
と
な
り
、
近
代
工
業
地
帯
と
し

て
の
東
京
の
枢
要
な
地
域
を
形
成
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
紡
績
、
精
密
工
業
、
石
鹸

製
造
、
製
靴
が
盛
ん
で
、
大
正
期
に

は
、
輸
出
向
け
と
し
て
、
玩
具
製
造
、

ゴ
ム
工
業
な
ど
が
興
り
、
発
展
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
交
通
面
で
は
、
27
年
（
１

８
９
４
年
）
総
武
鉄
道
佐
倉
〜
本
所

（
錦
糸
町
）
間
が
開
通
し
、
35
年
（
１

９
０
２
年
）
東
武
鉄
道
が
、
ま
た
大

正
元
年
（
１
９
１
２
年
）
京
成
電
気

軌
道
が
開
通
す
る
な
ど
、
相
次
い
で

交
通
網
が
開
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
12
年
（
１
９
２
３
年
）

９
月
１
日
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て

東
京
の
市
街
地
は
大
き
な
被
害
を
被

り
、
な
か
で
も
、
南
部
区
域
は
地
震

と
そ
れ
に
伴
う
火
災
の
た
め
、
９
割

強
の
人
家
が
失
わ
れ
、
死
者
も
４
万

８
千
人
と
東
京
市
全
体
の
８
割
強
に

達
す
る
惨
状
を
呈
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
復
興
期
を
経
て
、
都
市

化
が
進
ん
だ
北
部
区
域
に
は
、
昭
和

７
年
（
１
９
３
２
年
）
向
島
区
が
成

立
し
、
15
年
（
１
９
４
０
年
）
に
は

両
区
を
合
わ
せ
人
口
は
48
万
人
（
戦

前
・
戦
後
を
通
じ
最
多
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦

火
に
よ
り
、
再
び
区
内
の
約
７
割
が

廃
墟
と
化
し
、
６
万
３
千
人
の
死
傷

者
と
30
万
人
近
い
り
災
者
を
出
し
ま

し
た
。

　

特
に
、
20
年
３
月
10
日
未
明
の
東

おもてなしの心と町の魅力
　墨田区は江戸庶民文化の発祥の地
であり、その文化や歴史が今日に引
き継がれています。また、ものづく
りの町としても発展を続けてきまし
た。
　一方、平成23年度には、約610メ
ートルの自立式電波塔としては世界
一高い新タワーが押上・業平橋地区
に建設されることが決定しており、
今年の夏にはいよいよ着工する予定
です。
　区では新タワーの誕生に向けて、
新たな区基本計画にもとづき、タワ
ー関連事業がスタートしています。
　墨田区観光振興プラン（20年2月
改訂）では、「新タワーを活かし、住
んでよく、訪れてよい『国際観光都
市すみだ』をつくる」ことを目標に
掲げています。北斎の魅力や多彩な
江戸文化を楽しめる北斎通りのまち
づくり、新タワーから放射状に伸び
る主要道路をタワービュー通りとし
ての整備、水都すみだの再生などの
シンボル事業を計画しています。（詳
しくは区ホームページ又は観光課へ）
　しかし、区民の皆さんが来街者を｢
おもてなしの心｣で迎えることも、す
みだのまちの魅力となります。
　そのためには、区民の皆さんがす
みだについての多くの情報をもつこ
とも必要なことから、すみだ地域学
セミナーなどの講座を開講し、また
本紙ですみだに関わる情報を提供し
ます。
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すみだが歩んだ歴史
墨田区の誕生から、いまをたどる④



　

栗
本
鋤
雲
は
、
文
政
５
年
（
１
８

２
２
年
）
幕
府
医
官
喜
多
村
槐か

い

園え
ん

の
第
三
子
と
し
て
、
神
田
猿
楽
町
に

生
れ
た
。

　

幼
く
し
て
安あ

さ
か積

艮ご
ん

斎さ
い

に
儒
学
を

学
び
、
後
、
昌
平
黌こ

う

試
験
甲
科
を

通
過
し
、
秀
才
の
誉
れ
高
か
っ
た
。

嘉
永
元
年
（
１
８
４
６
年
）
幕
府
奥

医
師
栗
本
瑞ず

い

見け
ん

の
養
子
と
な
り
、

翌
々
年
幕
府
の
内
班
侍
医
に
列
し
た
。

さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
汽
船
「
観
光
丸
」

の
幕
府
試
乗
者
に
応
募
し
乗
船
す
る

が
、
時
の
御お

匙さ
じ

法
印
（
医
官
長
）
岡お

か

櫟れ
き

仙せ
ん

院い
ん

の
譴け

ん

責せ
き

に
よ
り
侍
医
を
追

わ
れ
、
蝦え

夷ぞ

地
移
住
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

　

以
後
10
年
蝦
夷
地
開
拓
に
尽
力
し
、

採
薬
、
薬
園
経
営
、
医
学
所
の
設
立
、

綿め
ん

羊よ
う

飼
育
、
養よ

う

蚕さ
ん
、
疎そ

水す
い

開
さ
く

な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

人
宣
教
師
メ
ル
メ
・
ド
・
カ
シ
ョ
ン

と
の
交
換
語
学
教
授
を
通
じ
て
、
西

洋
の
知
識
を
得
て
い
っ
た
。
文
久
２

年
（
１
８
６
２
年
）
41
才
に
し
て
、

開
拓
の
功
に
よ
り
医
籍
よ
り
士
籍
に

改
め
ら
れ
、
箱は

こ

館だ
て

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

詰づ
め

組
頭
と

な
り
、
樺か

ら

太ふ
と

・
千
島
等
を
巡
視
し
て

い
る
。

　

翌
年
江
戸
へ
召
還
さ
れ
、
七
百
石

取
り
の
昌

し
ょ
う

平へ
い

黌こ
う

頭
取
と
な
っ
た
。
以

後
目
付
に
代
わ
り
英
仏
米
蘭
四
カ
国

と
の
鎖さ

港こ
う

談
判
委
員
と
し
て
、
和

議
成
立
に
努
力
し
、
横
浜
詰
と
な
っ

て
横
須
賀
造
船
所
、
製
鉄
所
の
建
設
、

仏
式
陸
軍
を
導
入
し
た
軍
制
を
改
革

し
た
。
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
年
）

江
戸
へ
帰
還
、
軍
艦
奉
行
と
な
り
、

兵
庫
港
開
港
談
判
に
あ
た
っ
た
。
そ

の
年
11
月
外
国
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、

下
関
償
金
談
判
に
も
あ
た
っ
た
。
慶

応
３
年
（
１
８
６
７
年
）
６
月
将
軍

慶
喜
の
実
弟
徳
川
昭あ

き

武た
け

を
代
表
と

す
る
フ
ラ
ン
ス
使
節
団
の
特
使
と
し

て
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
友
好
の
修
復
の

た
め
渡
仏
し
成
功
す
る
が
、
在
仏
中

幕
府
は
瓦
解
し
た
。
明
治
元
年
（
１

８
６
８
年
）
帰
朝
す
る
が
、
新
政
府

に
は
く
み
せ
ず
大
塚
に
隠
棲
し
た
。

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
横
浜

毎
日
新
聞
社
に
、
翌
年
懇
請
さ
れ
て

郵
便
報
知
新
聞
社
に
主
筆
と
し
て
入

社
、「
東
京
日
日
」
の
福
地
桜お

う

痴ち

、

「
朝

ち
ょ
う

野や

」
の
成な

る

島し
ま

柳り
ゅ
う

北ほ
く

な
ど
、
同

じ
幕
臣
の
言
論
人
と
識
見
・
文
才
を

競
っ
た
。
ま
た
犬
養
毅
、
尾
崎
行
雄

な
ど
を
入
社
さ
せ
養
成
し
た
。
島
崎

藤
村
も
晩
年
の
門
人
の
一
人
で
あ
っ

た
。
明
治
11
年
（
１
８
７
８
年
）
本

所
区
北
二
葉
町
41
番
（
現
石
原
３
─

16
）
に
移
り
、
本
所
区
会
議
員
に
選

ば
れ
、
初
代
議
長
も
務
め
て
い
る
。

明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
）
74
才
で

没
す
る
ま
で
こ
の
地
「
借

し
ゃ
く

紅こ
う

園え
ん

」

に
住
い
、「
本
所
懇
親
会
」
を
世
話

し
、「
本
所
の
人
」
と
し
て
過
し
た
。

栗本鋤雲
（くりもと じょうん）
1822−1897
外国奉行として幕末
の外交に活躍。慶応
３年のパリ万博には
幕府使節団の一員と
してフランスに渡っ
た。明治11年本所区
に移り借紅園（現存
せず）に住む。初代
本所区議会議長とな
る。明治30年74才で
没す。

　

淡
島
寒
月
は
大
正
15
年
（
１
９
２

９
年
）、
66
才
で
向
島
弘
福
寺
内
の

再
建
し
た
梵ぼ

ん

雲う
ん

庵あ
ん

に
没
し
た
。
寒

月
は
安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）
日

本
橋
馬
喰
町
の
軽か

る

焼や
き

屋
で
あ
り
、
大

地
主
で
あ
っ
た
淡
島
屋
に
生
れ
た
。

父
は
養
子
で
あ
っ
た
が
、
知
識
欲
旺

盛
な
人
物
で
あ
っ
た
。
画
を
大
西

椿ち
ん

年ね
ん

に
学
び
、
淡
島
椿ち

ん

岳が
く

と
名
乗

る
が
、
洋
画
を
川
上
冬と

う

崖が
い

、
高
橋

由ゆ

一い
ち

に
学
ん
で
い
る
。
鳥
羽
絵
風
の

「
椿
岳
漫
画
」
を
残
し
、
浅
草
観
音

の
山
門
に
住
っ
た
り
、
淡
島
堂
の
堂

守
に
な
っ
た
り
、
明
治
17
年
（
１
８

８
４
年
）
に
は
向
島
弘
福
寺
内
に
移

り
住
っ
て
い
る
。

　

寒
月
は
「
明
治
十
年
前
後
」（「
早

稲
田
文
学
」
大
正
14
年
３
月
号
）
の

中
で
、
自
分
の
四
大
恩
人
と
し
て
福

沢
諭
吉
、
山
東
京
伝
、
井
原
西
鶴
、

一
休
禅
師
を
挙
げ
、
諭
吉
「
西
洋
旅

行
案
内
」「
学
問
の
す
す
め
」
か
ら

新
し
い
文
明
を
学
ん
だ
と
い
い
、
築

地
の
居
留
地
に
か
よ
い
英
語
を
学
び
、

教
会
に
出
入
し
、
髪
を
染
め
て
牧
師

見
習
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
京
伝
の
「
骨こ

っ

董と
う

集
」
を
立
派
な

考
証
学
と
認
識
し
、
西
鶴
の
作
品
か

ら
多
く
の
材
料
を
と
っ
た
こ
と
に
触

発
さ
れ
、
埋
も
れ
て
い
た
西
鶴
の
作

品
ら
を
買
い
あ
さ
っ
て
は
読
み
、
特

に
「
一
代
男
」「
一
代
女
」、
俳
諧
集

か
ら
「
人
間
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
尾
崎

紅
葉
、
幸
田
露
伴
、
内
田
魯ろ

庵あ
ん

等

に
西
鶴
の
よ
さ
を
吹
聴
し
、
そ
の
た

め
埋
れ
て
い
た
西
鶴
が
世
に
出
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
休
の

「
一
休
骸
骨
」「
一
休
草
紙
」
か
ら
は

「
宗
教
を
知
り
始
め
た
」
と
い
っ
て

い
る
こ
と
も
、
大
変
意
味
深
い
も
の

が
あ
る
。

　

寒
月
も
ま
た
よ
く
画
を
し
、
洒
脱

な
俳
画
的
な
も
の
を
残
し
た
。

　

関
東
大
震
災
で
は
梵
雲
庵
も
全
焼

し
、
収
集
し
て
い
た
絵
馬
・
玩
具
と

そ
の
他
資
料
類
も
消
失
し
た
。
し
か

し
弘
福
寺
地
内
に
梵
雲
庵
を
再
建
し
、

地
域
の
若
者
達
と
も
気
軽
に
交
流
し

た
り
、
牛
島
小
学
校
で
も
講
演
し
た

り
し
て
い
る
。
山
内
神
斧
は
「
寒
月

翁
は
翁
自
身
が
立
派
な
芸
術
で
あ
っ

た
。
梵
雲
庵
に
翁
と
対
談
す
る
時
こ

そ
、
最
も
大
き
い
翁
の
芸
感
に
触
れ

る
。」
と
も
述
べ
て
い
た
。
女
性
小

学
校
長
一
号
と
な
る
木
内
キ
ョ
ウ
氏

は
寒
月
の
娘
で
あ
る
。

（
元
墨
田
区
立
緑
図
書
館
長小

島
惟
孝
）

す
み
だ
ゆ
か
り
の
人
　々

～
明
治
・
大
正
～

淡島寒月
（あわしま　かんげつ）
1859−1926
西鶴再評価の契機を
つくったことで知ら
れる文学者・画家。
収集家としても知ら
れる。著作に「江戸
か東京か」「梵雲庵雑
話」など。明治17年
に向島弘福寺門前の
梵雲庵（現存せず）
に移り、大正15年66
才で没す。


